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き
つ
え
ん
畿
穆
か
ら

き
め
え
ん
粂
響
へ

喫
煙
は
、
が
ん
や
循
環
器
疾
患
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
病

気
の
重
要
な
危
険
因
子
で
す
。

い
ま
や
常
識
と
も
言
え
る
こ
れ
ら
の

軍
屋
Ｆ

を
承

知
は
し
て
い
て
も
な
か
な
か
た
ば

こ
を
手
放
せ
な
い

と
い
う
ス
モ
ー
カ
ー
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

「た
ば
こ
の
な
い
生
活
は
考
え
ら
れ
な
い
」
と
、
あ
き

ら
め
や
開
き
直
り
に
走
る
前
に
、
「た
ば
こ
の
な
い
素

敵
な
生
活
に
つ
い
て
、
ち
よ
っ
と
イ
メ
ー
ジ
し
て
み
ま

せ
ん
か
？
」

た
ば
こ
の
な
佛
生
活
は
、
こ
ん
な
に
す
ば
ら
し
い
。

０
煙
の
な
い
き
れ
い
な
環
境

た
ば
こ
臭
の
な
い
さ
れ
い
な
空
気
に
。

火
事
の
心
配
ガ
な
く
な
る
。

焼
け
焦
げ
、
壁
や
家
冥
の
苦
（ば
み
な
し
。

家
、
職
場
、
町
を
汚
さ
な
い
。

０
お
い
し
い
食
事

。
楽
し
い
食
卓

味
覚
や
嗅
覚
ガ
正
常
に
戻
る
。

食
べ
物
を
お
い
し
く
味
わ
え
る
。

倉
事
の
場
で
周
囲
に
煙
害
を
与
え
な
い
。

０
さ
わ
や
か
な
健
康
生
活

病
気
の
原
因
が

一
つ
な
く
な
る
。

よ
り
長
生
き
が
で
き
る
。

□
臭
ガ
消
え
、
一凶
や
肌
な
ど
ガ
さ
れ
い
に
。

生
ま
れ
て
く
る
子
ど
も
ガ
元
気
に
育
つ
。

０
ゆ
と
り
と
充
実
の
時
間

■

服
」
の
時
間
的
ロ
ス
が
な
く
な
る
。

た
ば
こ
の
購
入
代
金
ガ
か
か
ら
な
い
。
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たばこを吸ったっもりで貯金すると

採督民:;苦F希まfliレがツて良多
3か月で22,500円

―
新しt｀>離

1年で 9o,ooo円
―
電気製品

5年で 450,Ooo円
―
汚師

周囲の人からも

送暮に思われない
喫煙時間 をほか

の題味など

にあてられる

OOO
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救
急
ミ
ニ
知
識

〈
２
〉
～
骨
折
つ
い
て
～

骨
折
は
、
「
骨
ガ
外
力
に
よ
っ
て
構
造
上
の
連
続
性
を
断

っ
た
状
態
」
で
あ

り
、
症
状
と
し
て
は

「
腫
脹

・
圧
痛

。
変
形

・
異
常
運
動

・
撃
音

・
皮
下
出

血

・
機
能
障
害
」
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
関
節
以
外
で
曲
が
っ
て
腫
れ
て

痛
み
が
あ
る
状
態
で
す
。

皮
膚
ガ
破
け
な
い
で
変
形
し
て
い
る
骨
折
を

一
般
に
単
純
骨
折
、
皮
膚
が

破
け
て
い
る
骨
折
を
複
雑
骨
折
と
い
い
、
傷
が
あ
る
と
感
染
の
可
能
性
が
高

く
な
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
で
起
こ
す
骨
折
は
も
と
よ
り
、
高
齢
者
の
ち
よ
っ
と
し
た

転
倒
に
よ
る
骨
折
も
多
く
あ
り
ま
す
。
家
の
中
で
は
、
つ
ま
ず
く
も
の
を
置

か
な
い
な
ど
の
予
防
処
置
を
し
ま
し
よ
う
。

【問
い
合
わ
せ
】
　
　
　
　
・

魚
沼
消
防
湯
沢
分
署
　
砒
８４
，

３

３

７

７

新聞紙による前腕部骨折の固定

割り箸による指骨折の固定

と

蛇
口
を
ひ
ね
る
と
水
が
出
る
生
活
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
る

私
た
ち
。
水
道
に
つ
い
て
の
意
識
が
薄
く
な
り
が
ち
で
す
が
、
家
庭

で
は
飲
用
、
炊
事
、
洗
濯
、
入
浴
、
水
洗
ト
イ
レ
な
ど
大
量
の
水
道

水
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

水
道
水
も
工
夫
に
よ
つ
て
節
水
が
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、
「蛇
日

は
こ
ま
め
に
開
閉
し
、
歯
磨
き
の

と
き
な
ど
流
し

っ
放
し
に
し
な

い
。
」
「風
呂
の
残
り
湯
は
捨
て
ず
に
洗
濯
や
掃
除
、
植
木
や

庭
の
水
撒
き
に
使
う
。
」
こ
の
２
つ
を
実
践
す
る
だ
け
で
も

相
当
量
の
節
水
に
な
り
ま
す
。

６
月
１
日
か
ら
７
日
は
水
道
週
間
で
す
。
も
し
水
道
が

な
か
つ
た
ら
…
。
こ
の
機
会
に
私
た
ち
の
命
の
水
＝
水
道

に
つ
い
て
考
え
て
み
で
く
だ
さ
い

水
道
課
　
監
Ｍ
。
４
８
５
３

６
月
１
日
～
１０
日
は

「
工
商
瑠
絲
＝
い
釧
刑
世
田
川
題
憮
川
北
謹
瞬
ｈ
側
叫
田
Ⅲ
ｗ
Ｌ

電
波
を
正
し
く
利
用
す
る
た
め
に
電
波
法
と
い
う
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。　
し
か
し
、
ル
ー
ル
を

守
ら
な
い

「不
法
無
線
局
」
か
ら
発
射
さ
れ
る
強
力
な
電
波

（不
法
電
茨
）
に
よ
り
、
一ア
レ
ビ
と
フ
ジ

オ
な
ど
の
放
送
受
信
機
器
や
、
消
防

・
救
急
等
の
重
要
な
無
線
通
信

へ
の
混
信

・
妨
害
が
あ
と
を
絶

た
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
み
ん
な
の
財
産
で
あ
る
電

波
、
そ
の
良
好
な
利
用
環
境
を
守
る
た
め
、
「不
法
無
線
局
」
を

な
く
し
、電
波
を
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。
電
波
に
関
す
る
ご
相

談
は
、
信
越
電
気
通
信
監
理
局
へ
ど
う
ぞ
。

☆
無
線
設
備

へ
の
混
信

・
妨
害
等
に
関
す
る
も
の

…
皿
０
２
６
１
２
３
４
１
９
９
７
６

☆
ラ
ジ
オ

・
テ
レ
ビ
等
放
送
の
受
信
障
害
に
関
す
る
も
の

…
砒
０
２
６
１
２
３
４
１
９
９
９
１

☆
そ
の
他
の
行
政
相
談
に
関
す
る
も
の

…
砒
０
２
６
１
２
３
４
１
９
９
６
１

必

む

)
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婦
人
科
検
診
が
始
ま
―り
ま
す

銃
砲
刀
剣
類
等
登
録
審
査
会

～
検
診
を
受
け
て
、
健
康
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
～

平
成
１２
年
４
月
に
実
施
し

た
検
診
意
向
調
査
に
基
づ
き
、

「検
診
実
施
通
知
書
」
が
、
郵
送

さ
れ
て
い
ま
す
。
（５
月
中
旬
）

「検
診
実
施
通
知
書
」
を
持

参
し
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
し
込
ん
で
い
な
い

方
で
も
検
診
を
受
け
ら
れ
ま

す
の
で
、
一゙」
希
望

の
方
は
保

健
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

【乳
が
ん
検
診
】

乳
が
ん
は
自
分
で
発
見
で

き
る
唯

一
の
が
ん
で
す
。
日

ご
ろ
か
ら
し
こ
り
等
が
な
い

か
調

べ
る
と
と
も
に
、
年
に

１
回
は
車
門
医
の
診
断
を
受

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

料
金
＝
３
０
０
円

（７０
歳
以
上
無
料
）

【子
宮
頭
が
ん
検
診
】

子
宮
が
ん
に
は
、
入

国
の

部
分
に
で
き
る
子
宮
顕
が
ん

と
奥
の
部
分
に
で
き
る
子
宮

体
が
ん
が
あ
り
ま
す
。
町
の

検
診
は
、
日
本
人
に
多

い
子

宮
頭
が
ん
の
発
見
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

料
金
＝
５
０
０
円

（７０
歳
以
上
無
料
）

【申
込

・
問
い
合
わ
せ
】

保
健
セ
ン
タ
ー

（程
８４

・
３
１
４
９
）

平
成

１３
年
度

銃
砲
刀
剣
類
等

登
録
審
査
会

が
表

に
掲
げ

る
日

程
で
行
わ
れ
ま
す
。
未
登
録

の
銃

砲
刀
剣
類
を
所
持

し
て

い
る
方

は
、
姓
ず
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
審
査
会
で
は
、
法
今

に
定

め
る
鑑
定

の
基
準

（美
術
的
価
値
、

伝
統
的
な
製
作
方
法
等
）
に
よ

っ

て
審
査

し

ま
す
。
登

録
対

象

と

な

っ
た
も
の
に
は
、
登
録
証
が
丈

付
さ
れ
、
所
持
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

【
登
録
時
に
持
参
す
る
も
の
】

①
登
録
す
る
銃
砲
刀
剣
類

②
銃
砲
刀
剣
類
発
見
届

（所
轄
の
警
察
署
が
発
行
し
た
も
の
）

③
審
査
手
数
料

―
件
に
つ
き
、
６
，
３
０
０
円

（新
潟
県
収
入
証
紙
で
納
入
。
）

※
代
理
の
方
が
来
ら
れ
る
場
合

は
、
委
任
状
が
終
妥
で
す
。

な
お
、
移
動

の
際
に
は
、
危
険

の

な

い
よ
う
梱
包
し
、
盗
難
等

に
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

銃
砲
刀
剣
類
を

発
見
し
た
と
き
は

速
や
か
に
最
寄
り
の
警
察
署

に

届
け
出
て
く
だ
さ

い
。
登
録
を
希

望
す
る
場
合
は
、
警
察

に
届
け
出

た
あ
と
で
、
登
録
審
査
会
に
お

い

で
く
だ
さ

い
。

期 日 乳 が ん 検 診 受 付 子宮頸ガん検診受付 会  場

6属
8日 (金 ) 13:30-15100

保健センター

26日 (火 ) 13:30-15:00

7居

13日 (金 )
9:30～ 11:00

13:30ハψ15100 43:30ハψ15:00

24日 (火 )
9:30～ 11:00

13:30ハV15100 13:30～ 15:00

27日 (金 ) 13:30-15:00

8属 10日 (金 ) 13:30ハV45:00

9屈
11日 (火 )

9:30～ 11:00

13i30-15:00 13:30-15:00

25日 (火 ) 13:30-15:00

期日・会場
長岡総合庁舎

(長岡市四郎丸田」173-2)
県庁行政庁舎

(新潟市新光町4-1)
6月 15日 (金 ) 10:00ハψ14:30

8月 17日 (金 ) 10:00-14:30

10月 19日 (金 ) 10:00～ 14:30

11月 16日 (金 ) 10:00-14:30

1月 18日 (金 ) 10:00ハヤ14:30

2月 22日 (金 ) 10:00-14:30

※ 12:00～ 13:00ま では休憩です。

「花まつりゆざわ」実行委員会から
4月 29日 に開催されました「花談つりゆざわ」の中で、ミ

ス駒子による「花鉢のプレゼント」が行われました。この花苗

は旭原福祉工場の従業員のみなさんが育てたものです。

今回は、旭原福祉工場を支援する一つの方法として、花鉢を

プレゼントする場所に、募金箱を用意したところ、おかげさま

で、36,252円の募金が集まりました。あリガこうございまし

た。これからも、良い花をたくさんつくつて、町の中ガ花いつ

ばいになるよう、応援していきたいと思います。
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ト

寒
越

懇

極

祗

襄

６
月
か
ら
児
童
手
当
の
所
得
制

限
が
緩
和
さ
れ
ま
す
。

今
ま
で
の
所
得
制
限
に
よ

っ
て

手
当
を
文
給
で
き
な
か

っ
た
方
も
、

費
給
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
だ
、
手
続
き
の
済

ん
で

い
な

い

方
は
、
お
早

め
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ

い
。

【手
続
き
に
蜂
要
な
も
の
】

・
印
鑑

・
振
込
先

口
座
の
通
帳
等

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方

か
ら
は
、
毎
年
６
月
に
児
童
キ
当

現
況
届
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
一
」
の
現
況
届
は
、
前
年

の
所
得

状
況
や
６
月
十
日
現
在

の
養
有
の

状
況
な
ど
を
整
誕
す
る
た
め
の
も

の
で
す
。

現
況
届
を
提
出
し
な

い
と
、
受

給
資
格
が
あ

っ
て
も
６
月
分
以
降

の
児
童
手
当
を
党
け
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
期
間
内

に
恙

れ
ず
に
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

【
届
出
期
間
】

６
月
十
日

（金
）
～
２２
日

（金
）

【
姓
妥
な
も
の
】

■
年
金
加
入
証
明
書

（た
だ
し
、
国

民
年
金

の
オ
は
不
要
で
す
。
）

■
平
成

１３
年

十
月
十
日
現
在
、
湯

沢
町
に
住
所
が
な
か

っ
た
方
は
、

前
住
所
地
の
市
区
町
村
で
発
行

す
る

「平
成
１２
年
分
児
童
キ
当

用
所
得
証
明
書
」

■
児
童

と
別
居
し
て
い
る
場
合
は
、

「申
止
書
」
セ
児
童

の

「住
民
素

の
写
し
」

２
月
か
ら
５
月
ま
で
の
児
童
手

当
が
、
６
月
１３
日

（水
）
に
指
定

ロ

座
に
振
り
込
ま
れ
ま
す
。
後
日
、
確

謎
し
て
く
だ
さ

い
。

●
児
童
手
当
の
目
的

生
活
の
安
定

と
次
代
を
担
う
児

童
の
健
合
育
成

・
資
質
向
上

●
児
童
手
当
の
し
く
み

◆
支
給
対
象

３
歳
未
満

（６
月
分
か
ら
は
小

学
校
入
学
前
）
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
人
（た
だ
し
、
所
得
が

一
定
額
以
上
の
場
合
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。
）

◆
手
当
月
額

第
―
子
　
　
　
５
，
０
０
０
円

第
２
子
　
　
　
５
，
０
０
０
円

第
３
子
以
降
１
０
，
０
０
０
円

◆
支
給
誕
定
請
求
を
し
た
日
の
属
す
る

月

の
翌
月
か
ら
開
始
、
支
給
事

由
の
消
滅
し
た
日
の
属
す
る
月

分
で
終
了
し
ま
す
。
手
当
は
、
各

年
２
月
、
６
月
、
Ю
月
に
そ
れ
ぞ

れ
の
前
月
分
ま
で
を
支
給
し
ま

す
。

※
児
童
手
当
の
支
給
対
象
に
該
当

す
る
方
で
、
請
求
を
し
て

い
な

い
方
は
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。

な
お
、
公
務
員
は
勤
務
先
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

児
童
手
当
の
所
得
制
限
に
よ
り

児
童
手
当
を
覧
け
ら
れ
な

い
サ
ラ

リ
ー

マ
ン
等

（厚
生
年
金
等

に
加

入
し
て

い
る
人
）
に
つ
い
て
は
、
そ

の
人
の
所
得
が

一
定
未
満

の
場
合

に
限

っ
て
、
事
業
ユ
の
金
額
負
担

に
よ

っ
て
特
例
給
付

（児
童
手
当

と
同
額
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
（下

表
参
照
）

な
お
、
特
例
給
付
を
受
給
し
て

い
る
人
が
会
社
等
を
選
戦
す
る
と

厚
生
年
金

の
資
格
を
喪
失
し
、
覧

給
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
届

出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

加
入
し
て

い
る
年
金
が
変
わ

っ
た

と
き
は
、
蜂
ず
福
社
保
健
課

に
届

け
出
て
く
だ
さ

い
。

届
出
が
遅
れ
る
と
覧
総
し
た
キ

当
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ

い
。

ｈ
＝
レ

握
童
季
題
健
関
す
る
鶴
機
履
幽

。
闘
い
合
わ
盤
触

細
祉
繰
健
課
細
盤
録

（程
観

。
４
覇
Ｇ
④
）
へ
。

1

扶養親族等

の人数

所得制限限度額 (万円)

国民年金

加入者

厚生年金等

加入者

0人 301 460

1人 339 498

2人 377 536

3人 415 574

4人 453 612

5人 491 650

の

口

該当者 負担

児童手当

被用者 サラリーマン等の厚生年金等加入者
事業主、

国、県、市町村

非被用者 自営業等の国民年金加入者 国、県、市町村

特例給付 被用者
所得制限により児童手当が支給停止

となる者のうち、一定の所得未満の者
事業主

広報ゆざわ H13.5.27  (4)
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農
地
の
抵
用
一に
一は
一屈
一出
が
必
一要
４
す
ｏ

農
地
転
用
と
は
？

晨
地
転
用
と
は
、
晨
地
を
晨
地

で
な
く
す
こ
と
で
、
農
地
に
医
画

形
質

の
変
更
を
加
え
て
仁
宅
用
地

や
工
場
用
地
、
道
路
、
山
林
な
ど
の

用
地
に
転
換
す
る
こ
と
で
す
。

な
ぜ
許
可
が
必
要
か
？

晨
地
は
、
人

々
の
生
存

に
欠
か

せ
な

い
食
糧
の
大
切
な
生
産
基
盤

で
す
。
特
に
、
耕
地
面
積
が
狭

い
う

え
に
、
人
口
の
多

い
わ
が
国
は
、
食

料
白
絵
率
も
低
く
、
優
皮
な
農
地

は
大
切
に
守

っ
て
い
く
蜂
要
が
あ

り
ま
す
。
「
ヽ
の
た
め
、
農
地
の
転
用

に
は
、
農
地
法
で

一
定

の
規
制
が

か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
農
地
は
？

す

べ
て
の
農
地
が
転
用
許
可
の

対
象

と
な
り
ま
す
。
地
目
が
晨
地

で
あ
れ
ば
、
耕
作
し
な
く
て
も
農

地
性

（晨
地
と
し
て
活
用
で
き
る

状
態
）
が
あ
る
限
り
、
農
地
と
し
て

扱
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
地
目
が
晨
地

で
な
く
て
も
、
肥
培
管
理
が
さ
れ

て

い
れ
ば
農
地
と
し
て
み
な
さ
れ

ま
す
。

一
時
的
な
農
地
転
用
は
？

晨
地
を

一
時
的
な
資
材
置
き
場
、

作
業
員
仮
宿
谷
、
砂
刹
採
取
場
な

ど
と
し
て
利
用
す
る
場
合
も
転
用

と
な
り
、
許
可
が
蜂
要
で
す
。

農
業
用
施
設
用
地
と
し
て

転
用
す
る
場
合
に
は
？

自
己
の
農
地
の
保
全
又
は
利
用

上
蜂
要
な
施
設

（耕
作
用
の
道
路
、

用
排
水
路
、
土
留

工
、
防
風
林
等
）

に
転
用
す
る
場
合
は
、
面
積
に
関

係
な
く
許
可
は
終
妥
あ
り
ま
せ
ん
。

温
宣
、
畜
谷
、
作
業
場
等

の
農
業
経

営
上
終
妥
な
施
設
に
転
用
す
る
場

合
に
は
、
そ
の
面
積
２
ａ
（２
０
０

２巴

未
満
で
あ
れ
ば
、
晨
業
委
員
会

へ
の
届
出
の
み
に
な
り
ま
す
。

無
断
転
用
に
は

厳
し
い
措
置
が

。
・
・

無
断
転
用
に
は
、
県
知
事

が
エ

事
等
を
中
止
さ
せ
、
も
と
の
農
地

に
復
え
さ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
に
従
わ
な

い
場
合
は
、
最
高

３
年
以
下
の
懲
役
又
は
３
０
０
万

円
以
下
の
罰
金

に
処
さ
れ
ま
す
。

許
可
申
請
は
？

許
可
申
請

の
提
出

は
、
毎

月

２０

日
が
締
切
で
す
。
（土

。
日
曜

日
、
祝

祭

日
を
挟
む
場
合

は
そ
の
翌

日
と

な
り
ま
す
。
）

農
業
委
員
会
で

は
、
毎
月

２７
日

前
後

に
総
会

を
開
催

し
、
申
請

の

内
容
を
審
議

し
県

に
進
逹
し
ま
す
。

申

請

か

ら

許

可

ま

で

に
は
約

２

ヵ
月
く
ら

い
の
日
教
を
要

し
ま

す
。

【
聞

い
合

わ
せ
】

湯
沢
町
晨
業
委
員
会

（産
業
祝
光
課
内
）

砒
Ｍ
ｏ
４
８
５
０

A写
η ●

農
地
法
の

一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

Ｏ
農
業
生
産
法
人
の
妥
件
の
見
直
し

。
株
の
譲
渡
制
限
付
き
の
株
式
会
社
を
誕
め
る
。

・
事
業
範
囲
を
衰
業
隊
外
に
も
拡
大
。

・
構
成
員
の
拡
大
。

・
農
業
従
事
役
員
の
過
半
が
農
作
業
に
従
事
す
る
こ
と
。

②
農
業
生
産
法
人
の
妥
件
連
合
性
を
担
保
す
る
措
置

・
度
業
委
員
会

へ
の
定
期
銀
告
。

・
農
業
委
員
会
に
よ
る
事
務
所

へ
の
立
ち
入
り
調
査
ｃ

・
農
業
委
員
会
に
よ
る
勧
告
、
斡
旋
。

・
買
収
手
続
き
Э

③
晨
地
移
動
の
下
腺
面
積
妥
件
の
弾
力
化

Ｏ
そ
の
他

・
小
件
料
の
定
額
を
義
務
付
け
る
規
定
を
廃
上
し
、
自
由
な
形
式
で
の

小
作
料
の
支
払
を
可
能
に
す
る
。

・
罰
則
規
定
の
整
備
を
行
う
。

（罰
金
の
最
高
額
が
１
０
０
万
円
か
ら

３
０
０
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
）

【聞

い
合
わ
せ
】

湯
沢
町
農
業
委
員
会

（産
業
観
光
課
内
）

阻
８４

・
４
８
５
０

(5)



①
広
域
的
な
ま
ち
づ
く
り
が

可
能
に
な
り
ま
す
。

行
政

エ
リ
ア
が
拡
大
す
る
こ
と

に
よ

っ
て
、
よ
り
広
成
的
な
観
点

か
ら
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
効
果
的

な
ま
ち
づ
く
り
を
行
え
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

都
市
計
画
、
一欠
通
な
ど
の
基
盤

整
備
を

一
体
的
に
し
た
り
、
産
業

の
振
興
や
商
業

・
文
化
施
設
等

の

充
実
な
ど
を
よ
り
計
画
的
に
行
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
個

性
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
展

開
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

②
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が

期
待
で
き
ま
す
。

住
民
に
と

っ
て
は
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
選
択
の
幅
が
広
が
る
と
と
も

に
、
よ
り
高

い
水
準

の
サ
ー
ビ
ス

を
安
定
的
に
文
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
従
来
、
小
規
模
市
町
村

で
は
採
用
が
困
難
だ

っ
た
専
門
職

員

（保
健
婦
、
社
会
福
社
士
、
建
築

技
師
な
ど
）
の
採
用
や
専
任
の
組

織

（女
性
施
策
、
環
境
施
策
な
ど
）

を
置
く
こ
と
も
可
能

に
な
り
、
時

代
と
地
域
特
性
に
應
じ
た
行
政
施

策

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
従
来

の
市
町
村

の
境
界

に

と
ら

わ

れ
ず

に
、
最
寄

の
行

政

サ
ー
ビ
ス
窓

口
を
利
用
で
き
る
よ

う

に
な

っ
た
り
、
公
共
施
設
の
刹

用
や
小

・
中
学
校
区
な
ど
に
つ
い

て
も
、
住
民

の
利
便
性
や
生
活

の

実
態
に
即
し
て
設
定
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

③
行
政
基
盤
の
強
化
が

図
れ
ま
す
。

行
政
経
費

の
節
約

に
よ
り
、
少

な

い
経
費
で
よ
り
高

い
水
準

の
行

政
サ
ー
ビ
ス
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
管
理
部
門

（総
務
、
企

画
な
ど
）
を
中

趙
と
し
た
組
織

の

統
合

に
よ

っ
て
、
職
員
を
よ
り
住

民
に
密
着
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
行
う
部
門

に
充
て
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
従
来
、
各
市
町
対

に
置
か
れ
た
三
役
、
議
員
、
委
員
会

や
審
議
会

の
委
員
、
事
務
局
職
員

な
ど
の
総
数
が
減
少
す
る
こ
と
で
、

人
件
費
な
ど
の
経
費

の
節
減
が
図

れ
ま
す
。

更

に
、
広
域
的
観
点

か
ら
公
共

施
設
を
配
置
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
、
同
じ
よ
う
な
施
設
の
童
複

を
避
け
、
効
率
的
で
質

の
高

い
施

設

の
整
備

が
可
能

に
な
り
ま
す
。

こ
の
他
、
既
存
施
設

の
運
営

に
つ

い
て
も
広
域
的

・
機
能
的
観
点
か

ら
見
直

す

こ
と
で
、
維
持
管

理
等

の
経
費

を
節
減
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

④
市
町
村
の
事
務
権
限
が

拡
大
し
ま
す
。

合
併
後
の
規
模
に
應
じ
て
政
今

指
定
都
市
、
中
核
市
、
特
例
市
の
指

定
を
受
け
入
れ
る
こ
と
や
、
市

ヘ

の
移
行
が
可
能
と
な
り
白
土
性
が

高
ま
る
と
と
も
に
、
よ
り
総
合
的

な
行
政
を
展
開
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

例
え
ば
、
政
今
指
定
都
市

と
な

る
こ
と
で
、
ほ
ぼ
県
並
み
の
行
財

政
権
限
を
持

つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

中
核
市
、
特
例
市

に
も

一
定

の
権

限
が
委
譲
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
町
村

が
合
併
し
て
市
と
な
る
こ
と
に
よ

り
、
一褐
社
事
務
所

の
設
置
な
ど
福

社
施
策

が
充
実
し
ま
す
。
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巖

Ｑ
．
合
併
す
る
と
地
域

の
伝

統
や
文
化
が
失
わ
れ
て
い
き

ま
せ
ん
か
？

Ａ
．
合
併
は
そ
れ
ま
で
の
市
町
村

を
同
じ
カ
ラ
ー
で
塗
り

つ
ぶ
そ
う

と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
よ
り
大

き
な
範
囲
で
新
し

い
ま
ち
づ
く
り

を
考
え
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

合
併
後

に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
に
お

い
て
有
ま
れ
て
き
た
歴
史
、

文
化
、
伝
統
な
ど
を
尊
重
し
た
地

域
づ
く
り
を
行

っ
た
り
、
旧
地
名

を
残
し
て
い
く
等

の
工
夫
を
す
る

こ
と
で
各
地
域
の
個
性
を
活
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
は
可
能
で
す
。

Ｑ

合
併
後
に
は
中
心
部
だ

け
が
良

く
な
り
、
周
辺
部
ガ

取
り
残
さ
れ
て
し
ま
う
の
で

は
な
い
で
し
よ
う
か
？

Ａ

合
併

に
際
し
て
は
、
尺
口
併
協

議
会
」
を
作
り
、
合
併
後

の
ビ
ジ

ョ

ン
を
示
し
た
「市
町
村
建
設
計
画
」

を
定

め
る
過
程
で
は
、
地
域

の
住

民
の
み
な
さ
ん
の
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
を
反
映
さ
せ
な
が
ら
、
地
域

の

バ
ラ
ン
ス
や
地
域
ご
と
の
役
割
分

担
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
考

え
て
い
く
姓
妥
が
あ
り
ま
す
。

合
併
後

に
は
、
地
域
住
民

の
声

を
施
策

に
反
映
で
き
る
よ
う

に
、

姓
要

に
応
じ
て
、
旧
市
町
村

の
区

成
を
単
位
と
し
た
「地
域
審
議
会
」

と
い
う
組
織
を
置

い
て
、
ま
ち
づ

く
り
を
チ

ェ
ッ
ク
で
き
る
よ
う
に

な

っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
合
併
す
る
と
役
場
が
遠

く
な
り
、
今
よ
り
も
不
便

に

な
り
ま
せ
ん
か
？

Ａ
．
多
く
の
場
合
、
人
口
併
前
の
役
場

は
合
併
後
も
支
所
と
し
て
残
す
な

ど
、
窓

ロ
サ
ー
ビ
ス
等

の
日
常
的

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
不
便
に
な
ら

な

い
よ
う
に
配
慮
さ
れ
ま
す

む
し
ろ
各
支
所

の
窓

口
が
オ
ン

ラ
イ
ン
化
や
情
報
ネ

ツ
ト
ワ
ー
ク

に
よ
り
本
庁
と
結
ば
れ
る
こ
と
で
、

景
寄
り

の
窓

口
で
、
一
層
手
軽

に

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
．
市
町
村

の
規
模

が
大
き

く
な
る
と
行
政
と
住
民
の
結

び

つ
き
が
薄
れ
、
住
民
の
声

が
行
政
に
届
き
に
く
く
な
る

の
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
？

Ａ
，
多
く
の
市
町
村
で
は
、
現
在
で

も
地
域
ご
と
の

「懇
談
会
」
や

「行

政
モ
ニ
ダ
ー
」
、
「
ア
ン
ケ
ー
ト
」
な

ど
を
通
じ
て
住
民

の
み
な
さ
ん
の

意
見
を
聞
く
折
力
を
し
て
お
り
、

こ
れ
ら

の
制

度

に
加

え
、
イ

ン

ダ
ー
ネ

ッ
ト
な
ど
の
情
報
通
信
を

利
用
し
た
情
報
共
有
も
、
住
民
と

行
政
と
の
意
見
交
換
の
た
め
の
有

効
な
方
法
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

ま
た
、
合
併

に
よ

っ
て
余
裕

の
で

き
た
夫
員

と
経
費

に
よ

っ
て
、
き

め
細
や
か
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
、
住
民
と
の

つ
な
が
り
を
密

接
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

県内市町村における人□規模別の職員数 。議員数等の状況

※ データは、人□ :平成 12年国勢調査人□、職員数 :平成 12年地方公共団体定員管理調査 (平成 12年 4月 1

日現在普通会計職員数)、 議員数 :平成 12年地方公務員給与実態調査 (平成 12年 4月 1日 現在)、 歳出 :平

成 11年度地方財政状況調査 (市町村決算額)よ り

区

分
人□規模 (人) 団体数

住民 11000人

当たり職員数

(ッ入、)

住民 1,000人

当たり議員数

(人 )

住民 1人当たり歳出額 (円 )

性質別 目的別

人件費 議会費

市

50, 001～ 7 7,7 0.2 71, 169 2, 423

40, 001～ 50, 000 6 9,2 0.5 74, 741 3, 886

30, 001～ 40, 000 4 9.6 0.6 81, 664 4, 762

～ 30, 000 3 13.0 0.9 111, 063 6, 398

町

本寸

20, 001～ 9 9.2 0。 8 77, 265 4, 984

10, 001～ 20, 000 24 4 1.6 96, 460 7, 940

5, 001-10, 000 86 14.5 2.4 124, 150 064

～  5, 000 23 20, 6 4.1 176, 052 16, 942

(7)



,

６
月
４
日
～
１０
日

辺
凶
の
衛
生
週
間
」

予
防
の

一
歩
は
毎
日
の
歯
磨
き
ガ
ら

饉
泰
嚢
善
録
全
群
其
一一奪
“
酒
一榛
嘗
平

鏡
を
見
な
が
ら

歯
と
歯
ぐ
き
の
境
目
に
歯
ブ
ラ
シ
を
あ
て
て

毛
先
を
小
刻
み
に
動
か
し

特
に
夜
寝
る
前
は
時
間
を
か
け
て
丁
寧
に

古
く
な
っ
た
歯
ブ
ラ
シ
は
早
め
に
交
換
を
し
て
く
だ
さ
い
。

き

よ

う
じ
●
藤
躊
ブ
ラ
ン
で

歯
ブ
ラ
シ
で
は
、
磨
け
な
い
歯
と
歯
の
間
や
根
元
の
す
き
間
を
き
れ
い
に
し
ま
し
よ
う
。

し
ょ

う

Ｉ
Ｔ

半
年
～
１
年
に
１
度
、
歯
と
歯
ぐ
き
の
た
め
定
期
健
診
と
、

歯
石
除
去
を
す
す
ん
で
受
け
ま
し
よ
う
。

毎
年
、
湯
沢
町
で
は
、
合
同
健
診
の
際
に
、

成
人
歯
科
健
診
を
同
時
に
行

っ
て
い
ま
す
。

（今
年
は
、
７
月
１６

・
‐７
日
に
、
土
樽
小
学
校
で
行
い
ま
す
。
）

チ

ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
！

お
口
の
健
康
の
た
め
に

ロ
タ
バ
コ
を
よ
く
吸
う
。

□
軟
ら
か
佛
食
べ
物
や
甘
い
物
ガ
好
き
だ
。

□
歯
と
歯
の
間
に
食
べ
物
が
つ
ま
り
や
す
い
。

□
か
た
い
食
べ
物
が
噛
み
に
く
く
な
っ
た
。

□
歯
石
を
取
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
な
い
。

□
歯
を
磨
く
と
出
血
す
る
。

□
□
臭
が
強
い
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

日
間
Ω
が
多
い
。

□
歯
を
磨
か
ず
に
寝
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。

□
歯
を
磨
く
時
、
鏡
は
見
な
い
。

□
歯
磨
き
は
、
１
分
間
程
度
で
終
わ
ら
せ
て
い
る
。

ロ
ゴ
シ
ゴ
シ
磨
か
な
い
と
磨
い
た
気
が
し
な
い
。

ロ
デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
や
糸
つ
き
よ
う
じ
、
歯
間
ブ
ラ
ン
は
使
っ
た
こ
と
が
な
い
。

□
専
門
家
か
ら
歯
磨
き
の
指
導
を
受
け
た
こ
と
が
１
度
も
な
い
。

歯
に
つ
い
て
の
質
問
や
ご
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

湯
沢
町
保
健
セ
ン
タ
ー
　
砒
８４

・
３
１
４
９

(、 ジ

要
注
密
“

(t

専用の糸 (フ ロス)で歯間部の歯垢を

かきたします。糸だけのものとホル

ダーのついたものがありますが、使い

方に慣れ ます。

歯と歯の隙間にブラシを入れて歯垢

をとります。歯肉の退縮したお年寄り

や、歯の隙間の広い人に便利。

ヽ

分

し

て

〔,c

広報ゆざわ H13.5.27  (8)
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こ
の
懇
談
会
は
、
町
の
基
本
構
想

・基
本
計
画
を
は
じ
め
、
町
民

の
二
十
ズ
の
高
い
観
光
産
業
、
医
療
、
福
祉
、
保
健
対
策
の
課
題
、

さ
ら
に
道
路
整
備
、
ご
み
対
策
を
含
め
た
生
活
環
境
の
問
題
な
ど

に
つ
い
て
、
広
く
町
民
と
町
長
ガ
語
り
合
う
も
の
で
、
町
民
参
加
の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
今
後
の
町
勢
発
展
を
目
指
す
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

【開
催
対
象
】

町
内
会
単
位
の
申
し
入
れ
に
よ
る
開
催
を
原
則
と
し
ま
す
。

（複
数
の
町
内
会
の
合
同
開
催
も
可
能
で
す
。
）

ま
た
、
湯
沢
町
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
の
グ
ル
ー
プ
に
よ

る
申
し
入
れ
に
よ
る
開
催
も
可
能
で
す
。

【開
催
開
始
時
期
】

平
成
１３
年
６
月
１
日
か
ら

【開
催
時
間
】

年
前
９
時
～
年
後
５
時
及
び

年
後
７
時
３０
分
～
９
時
３０
分
の
中
で
２
時
間
以
内

【開
催
会
場
】

公
共
施
設
を
は
じ
め
と
し
左
、
湯
沢
町
内
の
会
場
と
し
ま
す
。

（会
場
の
手
配
は
、
申
込
者
が
行

っ
て
く
だ
さ
い
。
）

【参
加
人
数
】

0

の
参
加
ガ
見
込
ま
れ
る
場
合
に
開
催
し
ま
す
。

【町
か
ら
の
出
席
者
】

町
長
、
助
役
及
び
担
当
課
長
等
の
４
～
５
人
程
度
で
す
。

【会
の
進
行
に
つ
い
て
】

申
込
者
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【申
込
方
法
】

開
催
希
望
日
の
２
週
間
前
ま
で
に
、
指
定
の
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
総
務
課
庶
務
係
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

【問
い
合
わ
せ
】

総
務
課
庶
務
係
　
砒
８４

，
３
４
５
１

行 政 懇 談 会
十‐学 芦 甲 諄

「.=Tのことについて町長と話し合いましょう～

Ъ

町
民
参
加
を
目
指
す
ひ
と
つ
の
方
策

と
し
て
、
審
議
会

・
委
員
会

の
委
員
を
な
く
、

一
般
町
民
か
ら
公

暴
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
た
び

「湯
沢
町
行
政
改
革
推
進
委
員
会
」
の
委
員

の
う
ち
、
一
般

町
民

の
代
表
を
公
寡
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

行
政
改
革
推
進
委
員
会
は
、
町
長

の
諮
間

に
應
じ
て
、
湯
沢
町

の
行
政
改
革

の
推
進

に
関
す
る
童
要
事

項
を
調
査
、
審
議
す
る
も
の
で
す
。
委
員

の
任
期
は
２
年
で
、
委
員
会
は
十
年
間

に
３
～
５
回
程
度
開
か
れ

る
予
定
で
す
。

湯
沢
町
で
は
、
ヽ
ヽ
れ
ま
で
も
「行
政
改
革
大
綱
」
を
策
定
し
て
行
政

の
改
革

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、

こ
の
大
綱
に
は
、

①
事
務

・
事
業

の
見
直
し
。

②
時
代
に
即
痣
し
た
組
織

・
機
構

の
見
直
し
。

③
定
員
管
理
及
び
給
与

の
適
正
化
。

④
効
率
的
な
行
政
運
営
と
職
員

の
能
力
開
発
。

⑤
情
柔
化
推
進

に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
。

④
会
館
等
公
共
施
設
の
設
置
及
び
管
理
運
営
。

な
ど
に

つ
い
て
改
革
を
推
進
す
べ
き
方
向
が
示
さ
れ
ま
す
。

今
年
は
、
こ
の
大
綱

の
見
直
し
に
つ
い
て
、
行
政
改
革
推
進
委
員
会
か
ら
意
見
を
聞
か
せ
て
も
ら
う

予
定
で
す
。

こ
の
委
員

に
な
ろ
う
と
す
る
方
は
、
次
に
よ
り
痣
寡
し
て
く
だ
さ

い
。

【
痣
募
資
格
】

湯
沢
町
に
住
所
を
有
す
る
年
船
は
２０
歳
以
上
の
方
で
す
。

【
募
集
定
員
】

お
よ
そ
３
人
。

【申
込
方
法
】

行
政
改
革

に
関
す
る
考
え
を
４
０
０
字
程
度

の
文
章

に
ま
と
め
、
仁
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
職
業
を
記

載
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

【申
込

・
聞

い
合
わ
せ
】

総
務
課
企
画
振
興
係
　
租
８４
・
３
４
５
１

【痣
寡
締
切
】

６
月

日
日

（月
）
ま
で

委
員

に
お
願

い
す
る
方

は
、
痣
募
者

の
中

か
ら
選
考

し
、
そ

の
結
果
を
６
月
末

日
ま
で

に
本

人

に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

(9)



と

腰
痛

・
膝
痛

・
肩
こ
り
な
ど
で

お
悩
み
の
方
、
一
度
お
い
で
く
だ

さ
い
。
自
分
で
で
き
る
リ

ハ
ビ
リ

運
動
法
な
ど
を
ご
指
導

い
た
し
ま

歩ワ
。【日
時
】

木
曜
日

午
前
１０
時
～
午
後
３
時
３０
分

月
に
２
～
３
ロ

（日
は
決
ま

っ
て
い
ま
せ
ん
の
で

お
聞

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
）

【場
所
】

総
合
福
社
セ
ン
タ
１
２
階
和
宣

【講
師
】

石
橋
　
久
美
子
さ
ん

【聞

い
合
わ
せ
】

総
合
福
社
セ
ン
タ
ー

ｍ
８４

・
４
１
１
１

苗
場
凸
林
壇
は
、
従
来
よ
り
危

険
防
止
の
た
め
、
国
有
林
の
専
用

部
分
に
「ゲ
ー
ト
（グ
リ
ー
ン
ゲ
ー

ト
と

を
設
け
て
、
一
般
車
両
の
通

行
を
禁
上
し
て
き
ま
し
た
。

昨
年
８
月
よ
り
、
工
事
等
の
施

工
に
伴

い
、
工
事
用
車
両
が
頻
繁

に
通
行
す
る
こ
と
か
ら

「有

人

ゲ
ー
ト
」
へ
と
変
更
し
、
一
般
車
両

の
通
行
禁
止
措
置
を
継
続
す
る
こ

と
に
よ
り
、
林
道
の
安
全
確
保
に

努
め
て
き
ま
し
た
。

今
年
度
も
左
記
の
と
お
り
、
通

行
禁
上
措
置
を
継
続
し
ま
す
の
で
、

ま
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
ゲ
ー
ト
管
理
の
実
施
場
所
】

苗
場
山
林
道
入
口
の
第
ニ
ゲ
ー

ト

（祓
川
支
線
分
岐
地
点
）

【
ゲ
ー
ト
管
理
人
の
配
置
期
間
】

６
月
十
日

（金
）

～
Ｈ
月
３０
日

（合
）

【聞

い
合
わ
せ
】

中
逮
森
林
管
理
署

（旧
　
六
日
町
営
林
署
）

租
７２
・
２
１
４
３

Ｆ
Ｍ
ゆ
き
ぐ
に
開
局
以
来
、
湯

沢
町
は
聰

こ
え
に
く

い
地
区
と
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
覧

信

エ
リ
ア
が
拡
大
さ
れ
、
聰

こ
え

や
す
く
な
り
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
地
え
に
密
着
し
た
ラ

ジ
オ
局
で
す
。
ど
う
ぞ
、
↑
利ヽ
用
く

だ
主
ヽ
い
。

【
大
幅
に
改
善
さ
れ
た
地
区
】

国
道
１７
子
線
を
は
さ
ん
で
魚
野

川
浴

い
、
Ｊ
Ｒ
湯
沢
駅
周
辺
、
西
凸

通
り
温
泉
街
。

ヽ

ノ

【聰
け
る
よ
う
に
な

っ
た
地
区
】

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
タ
ワ
ー
を
中
越

に
、
東
は
大
源
太
川
沿
い
に
湯
沢

パ
ー
タ
、
西
は
芝
原
ト
ン
ネ
ル
手

前
、
比
は
ガ
ー
ラ
湯
沢
ス
キ
ー
場
、

南
は
土
縛
。

【
周
波
数
】

７６

・

２

ＭＫｚ

県
の
課
題
を
研
究
し
、
政
策
提

言
を
行
い
ま
す
。

【
期
間
】

平
成
１３
年
７
月
～
平
成
１４
年
十
月

【募
集
締
切
日
】

６
月
８
日

（金
）

【
痣
募
資
格
】

・
お
お
む
ね
２５
～
６０
歳
ま
で
の
女

性
で
県
内
在
住
の
人
。

・
県
政
に
関
鷲
が
あ
り
、
金
研
修

課
程
に
参
加
で
き
る
人
。

・
現
在
、
活
発
な
地
域
活
動
を
行

っ
て
お
り
、
研
修
の
成
果
を
活

か
し
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
指
導
的
な
役
割
を
果
た

す
こ
と
の
で
き
る
人
。

【聞

い
合
わ
せ
】

新
潟
県
環
境
生
活
部
女
性
政
策
課

胆
０
２
５
●
２
８
０
ｏ
５
１
４
２

賃
金

・
解
雇

・
労
働
条
件
等
に

関
す
る
悩
み
事
は
、
お
気
基
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

４
月
、
弁
護
士
相
談
、
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
相
談
も
実
施
ヤ

（妥
予
約
）

【相
談
費
付
】

長
岡
労
政
事
務
所

（長
岡
総
合
庁
谷
３
階
）

砒
０
２
５
８

●
３７

・
６
１
１
０

【相
談
時
間
】

月
～
金
曜
日

（体
日
は
除
く
）

午
前
８
時
３０
分
～午
後
５
時
１５
分

※
相
談
は
無
料
、
根
密
は
巌
守
。

新
潟
県
高
船
者
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
（新
潟
市
上
所
。新
潟

ユ
ニ
ゾ

ン
プ
ラ
ザ
３
階
）
で
は
、
お
年
寄
り

や
そ
の
家
族
の
方
々
が
抱
え
る
悩

み
ご
と
や
越
配
ご
と
に
つ
い
て
の

電
話
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

【
相
談
時
間

・
電
話
番
号
】

毎
週
月
～
金
曜
日
（休
日
除
く
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

ＴＥＬ
０
２
５
●
２
８
５
●
４
１
６
５

※
相
談
は
無
料
で
す
。

６
日

（水
）

相
談
員

橋
本
　
秋
治

高
橋
ト
ミ
エ

‐３
日

（水
）

相
談
員

井
熊
　
秀
夫

杉
本
　
方
枝

２０
日

（水
）

相
談
員

高
橋
　
式
成

南
要
ミ
ヨ
ン

２７
日

（水
）

相
談
員

橋
本
　
秋
治

高
橋
ト
ミ
エ

【
会
場
】

福
社
セ
ン
タ
ー

※
時
間
は
午
後
―
時
～
４
時
で
す
。

時
間
中
は
、
電
話

（ＴＥＬ
８４
・
４
１

１
３
）
で
の
相
談
も
で
き
ま
す
。

１０
日

（日
）
午
後
―
時
～
３
時

相
談
委
員
　
高
橋
　
昇

【
会
場
】

湯
沢
町
公
民
館

月

日

６

月

一
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み 収 集し

―
¬

～ 0同 の 圏 ～

※問い合わせ 住民課環境公害係□84-3453

※問い合わせ 保健センター日 84-3149

※問い合わせ 保健センター日 84-3149

(

区 分 出 し 方 湯  沢  東 湯  沢  西 土 樽 ・神 立 俣

可  燃 み (注 )の とおり。 O・ ⑪・④ (29日は休み) の 。⑥ o①

ダ ン ボ )レ 紐を十字にか

ける。

14日・ 28日 12日・ 26日 8日・ 22日 13日・ 27日

新聞・雑誌・チラシ 7日 5日 1日 6日
ペ ッ ト ボ ト リレ 不燃ごみ指定

袋に入れる。

袋を二重にし

ないこと。

21日 19日 15日 20日

空   き  缶 5日 7日 6日 1日

空  き  び  ん 12日 14日 13日 8日
その他の不燃ごみ 19日 21日 20日 15日

(注)事業系可燃ごみは黄色の指定ごみ袋で、一般家庭の可燃ごみは指定された方法で出すようお願いします。
◎ガラス等 (その他の不燃ごみ)は、新聞紙等に包んでから指定ごみ袋に入れて出してください。

◎ペットボトルを出すときは、よく水洗いしてください。

◎ごみの重さは 10Kg以下とし、収集日の午前 8時まで (時間厳守)に収集場所へ搬出してください。
◎毎月29日 は、曜日にかかわらず収集はお休みです。ご注意ください。

日 種 目 対 象 時    間 △
ム 場

4① シルバー温水健康体操
ゆっくリコース申込者 9:30-10:30 プール「オー回ラ」

しっかリコース申込者 10:30-11:30 〃

5の ふ れ あ い サ ロ ン 精神に障害をお持ちの方 10:00-14:00 総合福祉センター

6⑪ 1歳 6ヵ 月 児 健 診 Hll年 10。 11月 生まれ 13100集合 保 健 セ ン タ ー

7⑮ リ   ハ   ビ   リ 申込者 13:30-15:30 保 健 セ ン タ ー

1l ① シ ルバ ー温水 健康 体操
ゆっくリコース申込者 9:30-10:30 プール「オーロラ」

しっかリコース申込者 10:30ハΨll:30 〃

12の 3歳 児 歯 科 健 診 H10.4・ 5。 6月 生まれ 9:00集合 保 健 セ ン タ ー

13⑪ 基本健診後地区結果説明会 5月 7日 の健診を受けた方 9:30-15:30 下 湯 沢 公 民 館

140 合 同 検 診 浅貝、二居 8:00-10:00 公 民 館 浅 貝 分 館

15④
合 同 検 診 駅通、谷地、楽町 8:00-10:00 湯 沢 町 公 民 館

基 本 健 診 結 果 説 明 会 5月 7・ 8日 の健診を受けた方 13:30-15:30 保 健 セ ン タ ー

18①

△ 同   検   診 栄町、小原、宮林 8:00-10:00 保 健 セ ン タ ー

シルバー温水健康体操
ゆっくリコース申込者 9:30-10:30 プール「オーロラ」

しっかリコース申込者 10:30ハψll:30 〃

19の 合 同 検 診 ―之町 8:00-10:00 湯 沢 町 公 民 館

20⑪ 合 同 検 診 芝原、七谷切、戸沢、平沢、田中 8: 00-10:00 神 立 小 学 校

210 1歳児むし歯予防教室
H12年 3・ 4月 生まれ 9:30集合 保 健 セ ン タ ー

H12年 5。 6月 生まれ 10:30集合 〃

リ  ハ  ビ   リ 申込者 13:30ハΨ15:30 保 健 セ ン タ ー

22④ ふ れ あ い サ ロ ン 精神に障害をお持ちの方 10:00-14:00 総合福祉センター

250 シルバー温水健康体操
ゆっくリコース申込者 9:30-10:30 プール「オーロラ」

しっかリコース申込者 10:30ハψll:30 〃

26⑪ 2歳 児 歯 科 健 診 Hll.3・ 4・ 5月 生まれ 9:00集合 保 健 セ ン タ ー

27⑪ 乳 児 健 診 H12.8月 。H13.2月 生まれ 13:00集合 保 健 セ ン タ ー

日 種 類 対 象 時    間 △
場

5の ツ ベ ル ク リ ン 反 応

H12年 9月 ～ H13年 2月 生まれ 14:00～ 15:00
湯沢町国保診療所

2階 集 団 検 診 室
70 B C G

19⑪ ツ ベ ル ク リ ン 反 応

21⑥ B C G

◎持参するもの :母子手帳、予診票、受診券、体温計、筆記用具

◎必ず実施時間内に来所してください。接種料金は無料です。

(11)



日 受 付 時 間 内  科 外  科

20
12: 00  ハΨ  18:00

18:00～翌朝 6:(Xl

中 澤 医 院

ゆきぐに大和総合病院

匝373 - 3211

回 77-2111

ゆきぐに大和総合病院

ゆきぐに大和総合病院

30
9:00  ～ 16:00

18:00～翌朝 6:∞

休 日 救 急 診 療 所

六 日 町 病 院

匝電73 - 6688

煙雪72-7111

休 日 救 急 診 療 所

六 日 町 病 院

9①
12:00  ハΨ  18:00

18:00～翌朝 6:00

中  澤   医

日 町  病

院 □73-32H
院   極劉72 - 7111

六 日 町 病 院

六 日 町 病 院

100
9:00  ～ 16:00

18:00～翌朝 6:00

休 日 救 急 診 療 所

ゆきぐに大和総合病院

匝∃73 - 6688

題る77-2111

休 日 救 急 診 療 所

ゆきぐに大和総合病院

16①
12:00  ハ∨ 18:00

18:00～翌朝 6:00

城 内 病 院

ゆきぐに大和総合病院

匝劃75 - 2009

煙劃77 - 2111

ゆきぐに大和総合病院

ゆきぐに大和総合病院

170
9: 00  ハ▼  16:00

18:00～翌朝 6:00

休 日 救 急 診 療 所

六 日 町 病 院

匝∃73 - 6688

日 72 - 7111

休 日 救 急 診 療 所

六 日 町 病 院

230
12:00  ～ 18:00

18:(X)～翌朝 6:00

坂  内  医  院 □76-2015
六 日 町 病 院 日 72-7111

′ ヽ 町  病  院
町  病  院

240
9:00  ハヤ  16:00

18:∞ ～翌朝 6:∞

休 日 救 急 診 療 所

ゆきぐに大和総合病院

匝∃73 - 6688

□ 77 - 2111

休 日 救 急 診 療 所

ゆきぐに大和総合病院

300
12: 00  -  18:00

18:00～翌朝 6:00

つ く し 診 療 所

ゆきぐに大和総合病院

匝∃79 - 3198

日 77 - 2111

ゆきぐに大和総合病院

ゆきぐに大和総合病院

※問い合わせ 日曜・祝日E〉休日救急診療所 狂[73-6688
その他の日E〉魚沼消防本部  T[L82-1991

※脳神経外科の休日救急医療吟斎藤記念病院 T[173-5111

i平成 13年度

新 潟 県 警 察 官 募 集

警察官A《大学卒業者》採用試験

受 付 6月 18日 (月 )まで
■第 1次試験 7月 8日 (日 )

お問い合わせは・・・

!新潟県警察本部警務部警務課採用係

iTEL 025・ 285・ 0110

1又は警察署・交番・駐在所まで

1月の救急診療当番

ご
結
に
お
め
て
と
う
ご
さ
い
ま
す

５
月
７
日
　

佐
藤
　
剛
志
　
さ
ん
　
（石
白
）

（
長
島
）
由
里
子

さ
ん
　
（新
潟
市
）

）
メ
ッ
セ
ー
ジ
∪

　
“
」
質
だ
却
埓
く
、
ぁ
た
た
か
ぃ
家
庭
を
築
い

５
月
７
日
　

俵
山
　
雅
輝
　
さ
ん
　
（西
中
）

（
南
雲
）
裕
美
子

さ
ん
　
（中
子
）

∪メッセージ）
　
醐】ユ掲。
て、明るい家庭を柴きた
いと

お
誕
生
お
め
て
と
う
ご
さ
い
ま
す

き

よ
う

ま

４
月
２７
日

　

山
崎

　

杏
馬

さ
ん
　
（諏
訪
、
浩
司

こ
月
美
さ
ん
）

ヒ

５
月
１２
日
　

乗
原
　
ち
い
子
さ
ん
　
（谷
地
＼
５２
歳
）

５
月
１２
日
　

南
雲

　
諸
平

さ
ん
　
（滝
ノ
又
、
７６
歳
）

５
月
１３
日
　

樋
口
　
一詈
一
郎

さ
ん
　
（谷
後
＼
７４
歳
）

※
類
似
文
字
で
表
記
す
る
場
合
ガ
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
広
報
に
掲
載
し
て
ほ
し
く
な
い
場
合
は
、
届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

申

し

ま

9り⑫のgO
4月届出分 5月 1日現在 (前年比)

出生

死亡

転入

転出

4

4

107

78

男  4,456(-16)

女  4,596(+22)

計  9,052(+ 6)

世帯 3,160(+ 4)

広報ゆざわ H135,27  (12)


